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Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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ＴＸ駅周辺放置自転車防止対策事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 道路管理課

会計 小事大事

01

目項

02 01 14 01 06

対象

・ＴＸ３駅周辺の放置自転車に対し、移送警告書の貼付け、一時保管場所への移送及び放置
自転車防止のための啓発活動等を業務委託する。

・平成１７年ＴＸ開業以降、年々駅利用者が増加するなか、必然的に自転車利用者も増加し
てきている。

放置自転車の撲滅

主管課長遠藤　茂日常生活での安全性と快適性の確保

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

ＴＸ３駅周辺における放置
自転車等

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

放置自転車台数（ＴＸ
沿線３駅）

310 434 256 台 ↘↘↘

平成2７年度

9,133,557 9,352,420

0.20

9,568,782

9,133,557 9,352,420 9,568,782

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

10,991,357 12,603,020 11,586,682

・放置自転車対策については、委託業
務により一定の事業効果は達成できる
ものの、年々増加する駅利用者並びに
自転車利用者への自転車駐車場の確保
が課題となっている。階層式導入など
で、収容台数の確保に努めるととも
に、土地所有者との間では長期借地対
応等ができるように努めたい。

平成2６年度 平成2８年度

0.10 0.20

0.10

1,857,800 3,250,600 2,017,900

0.20 0.40

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まると
考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性

0.20

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切であ
る

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

・自転車駐車場の整備に伴う用地の確
保が困難である。

④今後の
改善計画

・人口増加に伴う自転車利用者の増加
に対応するため、自転車駐車場の整備
を行い、放置自転車の更なる削減を図
る。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した
取組

・関係団体と連携し、駅前放置自転車
クリーンキャンペーン等の啓発を継続
することにより放置自転車の防止を図
る。
・自転車駐車場の適切な整備を行う。

・駅前放置自転車クリーンキャンペー
ン等を実施、啓発を行った。
・放置自転車の多い南流山駅に自転車
駐車場を新設した。


